
令 和 ４ 年 ２ 月 2 4 日
水管理・国土保全局下水道部

脱炭素社会の実現に向け、今後の下水道の取り組みをまとめます

～「脱炭素社会への貢献のあり方検討小委員会」第５回（最終回）の開催～

＜開催概要＞

１．日 時：令和４年３月１日（火）15:00～17:00

２．開催形式：オンライン（Zoom）開催

３．委 員：別紙に記載のとおり

４．議 事：（１）第４回での主な意見・提案について

（２）脱炭素社会への貢献のあり方検討小委員会報告書案について

５．取材申込：

・会議は非公開で行いますが、報道機関に限り、オンライン上にて冒頭挨拶までの傍聴と画

面撮影が可能です。

・取材を希望する際は、２月 28 日（月）12 時までにメールにて以下のとおりご連絡くださ

い。期日までにご連絡いただいた方に、別途 WEB 会議の URL 等をお送りします。

＜件 名＞ 下水道政策研究委員会「脱炭素社会への貢献のあり方検討小委員会」（第５回）

傍聴希望

＜本 文＞ お名前（ふりがな）、ご所属、電話番号

＜送付先＞ kaiinn_(a)_ngsk.or.jp（公益社団法人 日本下水道協会 企画課）

「_(a)_」を「＠」に置き換えてメール送信してください。

※傍聴人数を制限させていただく場合や、通信状況によって映像の乱れや一時的な停止が

あることを予めご了承ください。

※報道関係者の傍聴については、接続は１社につき１回線までとさせていただきます。

※当日の議事概要や資料は、国土交通省ホームページにて公表予定です。

https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage/mizukokudo_sewerage_tk_000734.html

＜問い合わせ先＞

国土交通省 水管理・国土保全局 下水道部 下水道企画課 下水道国際・技術室

下水道国際推進官 大上 陽平、 資源利用係長 藤岡 勝之

TEL： 03-5253-8111［内線：34142］ 03-5253-8803(直通) FAX：03-5253-1596

「地球温暖化対策計画」における 2030 年目標の確実な達成をはじめ、下水道が脱炭素

社会の実現に率先して貢献するためには、施設整備から維持管理に至るすべての省・

創・再エネ化や資源利用を戦略的に推進する必要があります。このため、今後取り組む

べき総合的な施策とその実施行程表について審議を行います。

今回の議論を踏まえて、令和３年度末までに報告書をとりまとめる予定です。



別紙

下水道政策研究委員会

脱炭素社会への貢献のあり方検討小委員会 委員名簿

（５０音順、敬称略）

池 道彦 大阪大学大学院工学研究科 教授
いけ みちひこ

井出 多加子 成蹊大学経済学部 教授
い で た か こ

大森 康弘 （一社）日本下水道施設管理業協会
お お も り や す ひ ろ

技術安全委員会 技術部会長

河西 勉 横須賀市 上下水道局 技術部長
かわにし つとむ

佐々木 健 東京都 下水道局 計画調整部長
さ さ き け ん

品部 和宏 （一社）日本下水道施設業協会 運営委員長
し な べ か ず ひ ろ

白﨑 亮 地方共同法人日本下水道事業団 事業統括部長
しらさき まこと

末久 正樹 岡山市 下水道河川局 次長
すえひさ ま さ き

高橋 知道 秋田県 建設部下水道マネジメント推進課 政策監
たかはし ともみち

田尻 悟 苓北町 水道環境課長
た じ り さとる

◎花木 啓祐 東洋大学情報連携学部 教授
は な き けいすけ

藤本 裕之 （公財）日本下水道新技術機構 資源循環研究部長
ふじもと ひろゆき

藤原 拓 京都大学大学院工学研究科 教授
ふじわら たく

村上 雅亮 （公社）全国上下水道コンサルタント協会 会長
むらかみ まさあき

(オブザーバー) 環境省 大臣官房環境計画課

農林水産省 大臣官房環境バイオマス政策課

◎委員長


